
 

 

 

 

 

 

 

 

■ 第 2 回役員会開催 

６月２９日管理センターにおいて第２回役

員会を開催しました。河合泰会長は、「選挙に

ついて考えてみました。先週イギリスで国民

投票がありＥＵ離脱が決まりました。アイル

ランド独立の動きもあってイギリスの国その

ものが不安材料になっていて影響が懸念され

ています。アメリカでは大統領選挙が１１月

８日に予定されているわけですが、実際に私

がアメリカに駐在していた当時は共和党、民

主党２大政党の方針の違いから国民は選挙で大統領を選んでいました。今年の選挙を見る限り、

二大政党の方針というよりも、国民が選ぶのは富裕層と貧困層のラインをどこで分けるかとい

うようなことで、イデオロギー的な争点がない選挙になっています。 

一方、日本では７月１０日に参議院選挙が実施されますが、政権与党のアベノミックスが国

民から評価を下されるという選挙になります。 

芳工連もこれから、芳賀町長との意見交換や県労働観光部長との意見交換があるので、我々

の意見を行政に反映してもらいながら、地域と企業の発展に寄与できるような活動をしていき

たいのでよろしくお願いします」と挨拶しました。 

協議によって決定したことは次のようなことです。 

１ 町長との意見交換会を9 月21日（水）午後 1時 30分から管理センターで開催します。

各企業様からの質問は７月２９日（金）までに事務局へ提出いただきます。 

２ 栃木県産業労働観光部長との意見交換会を 11 月 2 日（水）午後 1 時 30 分から開催し

ます。 

３ 芳賀町ロマン花火が８月６日（土）午後７時３０分から芳賀温泉ロマンの湯西側で打上げ

られます。花火の協賛金については、既に会員企業様からご協力をいただいているところ

ですが、芳工連としても協賛金25万円の支出を決定しました。 

また、各企業の皆さまが会場にお出掛けいただき、飲食でご使用いただける金券の発行額

を１社５千円とすることを決定しました。 

４ 各部の事業実績及び事業計画を承認いただきました。 

 ５ その他で次の件を報告しました。 

（１）バイパス整備事業（大塚地区）促進について国交省へ陳情、県道及びバイパスの草刈と

街路樹の下枝伐採を真岡土木事務所長へ要請 

（２）主要地方道宇都宮・向田線整備促進期成同盟会が設立され河合会長が監事に就任 

（３）熊本地震の義援金として芳工連から３０万円を拠出 

（４）鬼怒工業用水協議会で１０％取水制限の協力要請あり 

（５）国道４０８号線バイパス整備促進に関する国交省への陳情を予定 

（６）芳賀町商工会との交流会を１１月に開催予定 

（７）第３回役員会を１０月中旬に開催予定 

また、芳賀町商工観光課手塚課長から、芳賀町ロマン花火大会、合同企業面接会、第 1回

ツール・ド・とちぎ事業計画について説明がありました。 
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■ 環境整備部会開催 

 6月16日 午前10時30分から環境整備部

会メンバー13 名は、小雨が降る生憎の天候で

したが、ひばりが丘公園の花壇にベゴニアの苗

を丁寧に植え付けしました。 

 また、正副部会長は事務局長とともに草や樹

木が繁茂し環境に影響している場所がないかパ

トロールを実施しました。 

 環境整備部会の開催にあたり正木部会長は、

「天候の悪い中であるが花の苗を植え付けてい

ただき有難うございました。環境パトロールの

結果、県道路肩とバイパス中央分離帯の草が延

びていたので、所管する行政当局へ対処を要請

するようにしたい。今期も引き続き部会長を務

めることになったので、皆様のご協力をお願い

します」と挨拶しました。 

 議事については、７月２８日（木）実施のク

リーン作戦など平成２８年度上半期に実施する

事業日程と実施方法を協議しました。 

 また、事務局から各種事業の日程をご案内し

参加協力をお願いしました。 

  

■ 交通防犯部会開催 

 6月20日 第1回交通防犯部会を13社14

名の参加を得て開催しました。 

井戸部会長は「今期部会長を務めることにな

ったので、皆様のご意見をいただきながら進め

たい。不慣れですがよろしくご協力をお願いし

ます」と挨拶しました。 

 議事については、平成28年度上半期の事業

日程と進め方などを協議し、次のように決定し

ました。 

 夏の交通安全運動期間である7月11日から

20 日まで、のぼり旗設置及び社用車への交通

安全ステッカー貼付を会員企業へお願いするこ

とにしました。 

 8 月 11 日（木）から 21 日（日）まで立地

企業の多くが夏季休暇となることから、長期休

暇を前に8月3日(水)午後3時から管理センタ

ーにおいて、真岡警察署交通課長を講師に交通

安全講習会を実施することを決定しました。 

また、部会情報交換会や第2 回部会の開催を

協議しました。 

内山副部会長から、「(株)本田技術研究所四輪 R&Dセンター南側の東西道路が芳賀町の御支

援で片側 2車線が整備され、6月14日（火）から供用開始されました。その結果、25ｍ道路

の渋滞は劇的に解消されました。」との報告がありました。 



■ 総務企画部会開催 

 6 月 23 日 第 1 回総務企画部会を 14 社 14

名の出席により開催しました。 

中山部会長は、「本日は第 1 回の部会となりま

す。皆さまにはご多用のところご出席をいただき

有難うございます。部会長として今期 2年間の任

期を務めさせていただきますので、よろしくお願

いいたします。会員企業の横の繋がりを大切にし

て、計画に基づいて有意義な事業となるよう執行

したいので、ご協力をお願いします」と挨拶しま

した。 

 平成 28年度上半期の事業日程については次の

ように決定しました。 

 7 月 9日（土）開催する第 52回ゴルフコンペ

は現在までに 32名（8組）の申込みがあり、6

月29日締め切りで参加者を募集中です。 

 第 35回ボウリング大会は、9月の水曜日で会

場予約が可能な期日を事務局に一任することで決

定しました。 

 研修会は若手研修会を 10月、初級管理者研修会及び全体研修会を 1１月に開催することを決

定しました。 

 

■ 安全衛生部会開催 

 6 月 24 日 第 1 回安全衛生部会を 10 社 10

名の参加で開催しました。 

稲森部会長は、「本日はご多用のところご出席を

いただき有難うございます。今期も部会長を務め

ることになりましたので、よろしくお願いいたし

ます」と挨拶しました。 

稲森部会長が議事を進め、既に実施した事業実

績を次のとおり報告しました。 

５月２４日（火）開催の普通救命講習会に２４

名の参加があった。これまで年５回開催していた

が消防芳賀分署の都合で今年度は４回の開催とな

ります。 

６月１９日（日）午前６時から(株)本田技術研

究所四輪 R&D センターにおいて火災消火訓練が

実施され、午前６時という早朝にもかかわらず会

員企業９社から１２名が見学参加されました。こ

れを機会に火災、地震等に対する防災意識がさら

に向上することを期待したいと思います。 

次に、今後の事業日程等を次のとおり決定しました。第２回普通救命講習会を７月１４日（木）、

危険予知訓練研修会を１１月２５日（金）、部会の情報交換会を８月５日（金）に総務企画部会

と合同開催、第２回部会は１０月２８日（金）午後２時から開催します。 

 



■ 火災消火訓練を実施 

 ６月１２日 (株)本田技術研究所Ｒ＆Ｄセンタ

ーにおいて火災消火訓練が実施されました。 

 この訓練は芳賀町消防団が夏季点検に合わせ、

工業団地に立地する企業で火災が発生したことを

想定し、現場出動訓練、中継放水訓練、本部指揮

伝達訓練などを実施するものです。  

今年度は (株)本田技術研究所Ｒ＆Ｄセンター

様のご協力をいただき、構内消防施設等を利用さ

せていただく本格的な訓練でした。 

 午前６時という早朝時間帯にもかかわらず、会

員企業９社から１２名が見学参加されました。 

 午前 6時に(株)本田技術研究所四輪Ｒ＆Ｄセン

ター守衛室から真岡消防署への火災通報で訓練が

開始されました。 

 芳賀町消防団１１部から１８９名、町の消防隊

１３名、消防芳賀分署１３名、消防本部真岡消防

署から６名（指揮隊２名、ハシゴ車４名）が車両

２０台で駆けつけ、４箇所の貯水槽から吸水して

ホース中継により放水を開始しました。 

 今回の訓練では、初めて消防本部真岡消防署か

ら本部指揮隊が参加したほか、ハシゴ車を導入し

た本番さながらの高所消火放水訓練も同時に行い

ました。 
  

■ 団管連が理事会を開催 

 ６月２１日 宇都宮市内で栃木県工業団地管理連絡協議会の理事会が開催され、河合会長と事

務局長七井が出席しました。県内８工業団地の会長及び事務局長など２１名、栃木県産業労働観

光部から香川部長、茂呂次長ほか担当職員が出席しました。 

 来賓の県産業労働観光部 香川眞史部長は、「九州の地震被害では栃木県から職員を派遣し災害

支援活動を行なってきた。本県でも昨年 9月には水害に見舞われ大きな被害がでた。そのよう

な災害に対処する BCP（事業継続活動）が企業さんはしっかりできていることに驚いている。 

 県は 2016年から 2020年を期間とする産業振興施策について、『とちぎ産業成長戦略』を

策定した。本県経済の成長と地域経済の活性化を実現するため 5つの重点プロジェクトを掲げ

戦略的に進める。その一つに企業誘致プロジェクトが含まれる。 

 来年は本県で技能五輪・アビリンピックを開

催する。JR東日本によるデスティネーション

キャンペーンが決定したので観光客誘致にも

弾みがつく。また、2022年には国民体育大会

栃木大会を予定している。今後もご支援とご協

力をお願いしたい」と挨拶しました。 

 議事については、平成 27年度の事業報告及

び収支決算について、平成 28 年度の事業計画

（案）及び収支予算（案）について審議され、

すべて承認または可決されました。役員改選に

ついても原案どおり可決しました。 



■ 全国安全週間説明会開催 

 「見えますか？ あなたのまわりの見えない

危険 みんなで見つける 安全管理」をスロー

ガンに平成 28年度全国安全週間が 7月1日か

ら7日まで実施されます。 

この実効を上げるため、真岡労働基準協会主

催による説明会が６月１５日真岡市内で開催さ

れました。 

真岡労働基準協会の会長会社である日産自動

車(株)田中課長が会長代理で、「全国安全週間は

産業界での自主的な労働災害防止活動を推進し、

広く一般の安全意識の高揚と安全活動の定着を

図ることを目的に、昭和 3年から一度も中断することなく全国安全週間は続けられ、今年で 89

回目を迎える。真岡労働基準監督署管内の平成 28年 1月から5 月までの休業４日以上の労働

災害件数は49件で、前年同期の37件と比較すると12件増加している。本週間を契機として、

各事業場において関係者が一丸となって安全活動を推進することで、労働災害の防止に努めて頂

きたい」と挨拶しました。 

真岡労働基準監督署 岡村一平安全衛生係長は、「平成 27年に栃木県内で死亡労働災害が16

件発生し、平成 28年は既に 10 件の死亡労働災害が発生している。そのうち熱中症による死亡

災害が 3件含まれている。労働災害の防止を徹底するため、トップから第一戦の現場に至るま

で全員で日頃の安全活動を点検し、その取り組みをさらに前進するようお願いしたい」と説明し

ました。 

真岡労働基準監督署 手塚稔署長はストレスチェック実施に関する講話で、「精神障害を原因

とする労災認定件数の増加など、最近の社会情勢の変化や労働災害の動向に即応し、労働者の安

全と健康の確保対策を推進するため労働安全衛生法が改正された。平成 27年 12 月施行のスト

レスチェック実施及び面接指導については、労働者数 50人以上の事業場は義務化されている。

これは労働者のメンタルへルス不調を未然に防止する一次予防が目的である。定期的に労働者の

ストレスの状況について検査を行い、本人にその結果を通知して、自らのストレスの状況につい

て気付きを促し、個人のメンタルへルス不調のリスクを低減させるとともに、検査結果を集団的

に分析し、職場環境の改善につなげていただきたい」との説明でした。 

 

■ 芳賀東小 3 年生が施設見学 

 6 月 9日 芳賀東小学校の 3年生59名が管

理センターを訪れました。芳賀町の特色ある場

所の様子や公共施設の働きを調査し、資料を活

用して表現する学習を目的としたものです。 

 礼儀正しく、大きな声で挨拶してくれる元気

な 3 年生は、事務局長の説明を熱心にメモして

いました。 

説明ポイントは、工業団地の造成時期、工業

団地を造成した理由、広さ、立地企業数と種類、

働く人数、管理センターと体育館の利用状況、管理センターの仕事などについてです。 

質問を受けたところ、「最初に立地した企業はどこか」、「働く人は男と女でどちらが多いか」、

「かしの森公園はいつ頃出来たか」などたくさんの質問がありました。 

3年生には難しい内容もありますが、学習に役立てば嬉しい限りです。また、一つでも記憶

に残ることや興味を抱くことがあり、夢が膨らむきっかけになれば幸いです。 



【６月の実績 】 

1２日 工業団地内火災消火訓練 

15日 全国安全週間説明会 

16日 環境整備部会 

20日 交通防犯部会 

21日 鬼怒工業用水協議会 

21日 団管連理事会 

22日 資源ごみ回収日 

22日 真岡土木事務所長陳情 

23日 総務企画部会 

24日 安全衛生部会 

28日 労働災害防止団体等連絡会議 

29日 第 2回役員会 

【7月の予定 】 

 １日 第 1回町民祭担当者会議 

 １日 正副部会長情報交換会 

４日 第 2回ロマン花火実行委員会 

５日 芳賀町ゴルフ連盟役員会 

９日 第５２回ゴルフ大会 

１４日 第 2回普通救命講習会 

１９日 管内優良事業場見学研修会 

２１日 郡市公衆衛生協会理事会･総会 

２７日 資源ごみ回収日 

２８日 第２回クリーン作戦 

■ 鬼怒工業用水協議会開催 

 6 月 21 日 鬼怒水道用水協議会が鬼怒水道事務所において開催され、工業用水を受水する会

員企業様の代表者の皆さまとともに事務局長七井が出席しました。 

 県企業局水道課 伊藤和弘課長は、「昭和 57年から供用開始された鬼怒工業用水は 33 年が経

過し、清原工業団地や芳賀工業団地等で４９事業所へ工業用水を供給している。昨年度は積雪が

平年の 60％と少なく、5月降水量も平年の 50％でダムの貯水量が減少している。そこで、6

月16日(木)の9時から10％の取水制限をしているが、皆様にご協力をいただき感謝している。

今後の天候によっては更なる取水制限がある可能性も考えられる。本日は有意義な情報交換の場

となるよう願っている」と挨拶しました。 

 協議事項は、鬼怒工業用水道事業配水量、水

質分析結果、工業用水道事業決算状況、平成 27

及び 28年度鬼怒工業用水道事業建設等工事、

協議会構成員の増員についてです。 

 また、取水制限については、利根川上流 8 ダ

ムの合計貯水量が 1 億 5,000 万立方メートル

を下回った翌日の午前 9 時から 20％の取水制

限とすること。平成 29 年度から見直される鬼

怒工業用水の料金検討については、7 月と 9 月

に検討会を開催する旨の説明がありました。 

※ 取水制限は利根川上流の八木沢ダムなど 8ダムの合計貯水量の減少量によって実施されます。 

■ お知らせコーナー 

芳賀町ロマン花火 201６ 

   ロマン花火２０１６が 8月６日（土）午後７時３０分から、芳賀温泉ロマンの湯西側で

打上げられます。多くの会員企業様に協賛金のご協力をいただき有難うございました。 

ご家族やお友達といっしょに会場へお出掛けのうえ、豪華大輪の花火を鑑賞されるようご

案内いたします。    

 

 

芳工連日誌 

                                   


